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平
成
27
年
度

早
出
し
放
水

　
　
競
技
大
会

早
出
し
放
水

　
　
競
技
大
会

平
成
27
年

出

初

式

　
早
出
し
放
水
演
技
　

　
救
助
演
技

　

こ
の
演
習
は
、
春
の
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
控
え
、
激
増
か
つ
複
雑
多

様
化
す
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、

木
更
津
市
消
防
団
地
震
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
消
防
団

員
の
参
集
及
び
広
報
訓
練
後
、
携

帯
電
話
が
使
用
で
き
な
い
事
を
想

定
し
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
、
各
部
門
の
連
携

強
化
と
指
揮
伝
達
の
緻
密
化
等
を

テ
ー
マ
に
中
継
訓
練
を
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
消
防
団
員
の
士
気
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
へ

の
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
は
、
日
頃
は
各
自
の

職
業
に
従
事
し
、
い
ざ
災
害
が
発

生
し
た
時
に
は
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

火
災
・
風
水
害
等
出
動
を
は
じ
め
、

予
防
活
動
・
各
種
訓
練
等
の
防
災

活
動
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
身

体
・
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
入
団
す
る
に
は
？

　

木
更
津
市
に
居
住
、
在
勤
、
ま

た
は
在
学
す
る
18
歳
以
上
で
、
健

康
な
人
な
ら
男
女
問
わ
ず
入
団
で

き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

木
更
津
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
(22)
０
１
１
９

　
ま
た
は
お
近
く
の
消
防
団
ま
で

　

１
月
11
日
（
日
） 

午
前
8
時
30

分
か
ら
木
更
津
市
役
所
西
側
駐
車

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
団
に
よ
る

操
法
演
技
、
早
出
し
放
水
演
技
、

消
防
署
に
よ
る
救
助
演
技
、
各
種

表
彰
の
授
与
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
操
法
演
技

　

11
月
９
日
（
日
）
木
更
津
市
役

所
西
側
駐
車
場
で
早
出
し
放
水
競

技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
消
防
活
動
の
初
期

消
火
に
必
要
な
迅
速
・
的
確
・
安

全
に
重
点
を
お
き
機
関
技
術
や
消

防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

  

　
《
競
技
の
結
果
》

ポ
ン
プ
車
の
部

▽
優　

勝　

８
分
団
２
部

（
真
里
・
下
内
橋
・
戸
国
）

▽
準
優
勝　

１
分
団
１
部（
中
央
）

▽
第
三
位　

８
分
団
６
部（
下
郡
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

▽
優　

勝　

２
分
団
４
部

（
大
久
保
・
下
烏
田
）

▽
準
優
勝　

２
分
団
２
部（
小
浜
）

▽
第
三
位　

４
分
団
２
部（
江
川
）

▽
第
四
位　

７
分
団
２
部

（
大
寺
・
十
日
市
場
）

▽
第
五
位　

６
分
団
７
部（
見
立
）

▽
第
六
位　

７
分
団
３
部

（
井
尻
・
曽
根
・
牛
袋
野
）

　
《
優
勝
チ
ー
ム
紹
介
》

【
８
分
団
２
部
】
ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者　

川　

原　
　
　

修

１
番
員　

佐
久
間　

博　

明

２
番
員　

引　

藤　
　
　

崇

３
番
員　

金　

子　

大　

輔

４
番
員　

江　

澤　

健　

治

 

部
長
コ
メ
ン
ト　
吉
田
好
則

　

24
年
ぶ
り
に
悲
願
の
優
勝
を
す

る
事
が
出
来
て
非
常
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
の
仲
間
と
、
心
を
一
つ
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
を
残
せ
て

幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
消
防
団

活
動
に
も
、
こ
の
団
結
力
を
活
か

し
地
元
の
為
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
２
分
団
４
部
】小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者　

白　

石　

裕　

也

１
番
員　

鶴　

岡　
　
　

孝

２
番
員　

吉　

田　

道　

弘

３
番
員　

大　

竹　
　
　

賢

部
長
コ
メ
ン
ト　
鶴　
岡　
　
洋

　

こ
の
２
週
間
、
怪
我
も
無
く
練

習
が
で
き
、
６
年
ぶ
り
と
な
る
悲

願
の
優
勝
が
達
成
で
き
て
大
変
光

栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
、
今
後
の
消
防
活

動
に
活
か
し
、
迅
速
な
消
火
活
動

が
行
え
る
よ
う
に
、
地
域
防
災
に

貢
献
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

４
月　

辞
令
交
付
式

５
月　

全
団
員
研
修

５
月　

県
消
防
学
校
入
校
研
修

７
月　

第
36
回
君
津
支
部

消
防
操
法
大
会

７
月　

第
51
回
千
葉
県

消
防
操
法
大
会

８
月　

第
68
回
木
更
津

港
ま
つ
り
花
火
大
会
警
備

11
月　

第
38
回
早
出
し

放
水
競
技
大
会

11
月　

消
防
団
員
指
導
員
研
修

12
月　

歳
末
特
別
警
戒

１
月　

木
更
津
市
消
防
出
初
式

２
月　

春
季
消
防
演
習

３
月　

第
66
回
千
葉
県

消
防
大
会

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
月
）〜
11
月
15
日（
日
）

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日（
火
）〜
３
月
７
日（
月
）

地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー

　
皆
さ
ん
は「
消
防
団
」を

　
　ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

春
季
消
防
演
習



火
災
事
例
か
ら
学
ぶ

火
災
予
防

　

火
災
の
危
険
は
、「
あ
な
た
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。」

　

通
常
で
あ
れ
ば
見
逃
し
て
し
ま

い
そ
う
な
場
面
を
見
て
、「
危
な

い
！
」
と
ピ
ン
と
来
る
為
に
は
、

過
去
の
火
災
事
例
を
１
つ
で
も
多

く
知
る
事
が
最
も
有
効
な
方
法
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
き
な
事
故
も
始
ま
り
は
「
小

さ
な
不
注
意
」
で
あ
る
こ
と
を
知

る
事
で
、
火
災
の
危
険
を
事
前
に

予
知
し
て
、
ご
く
普
通
に
そ
れ
を

回
避
で
き
る
知
識
を
身
に
つ
け
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
電
気
火
災

・
延
長
コ
ー
ド
に
過
多
の
電
流
が

流
れ
出
火

　
▼
原
因
概
要

　

家
庭
の
1
0
0
Ｖ
の
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
延
長
コ
ー
ド
を
延
ば
し
、

そ
の
タ
ッ
プ
か
ら
２
種
類
の
電
気

ヒ
ー
タ
ー
の
電
源
を
取
り
使
用
し

て
い
た
た
め
、
延
長
コ
ー
ド
に
過

多
の
電
流
が
流
れ
発
火
・
出
火
し

ま
し
た
。

　

２
つ
の
電
気
ヒ
ー
タ
ー
の
消
費

電
力
は
合
わ
せ
て
2
0
0
0
Ｗ
で

20
A
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
延
長
コ
ー
ド
の
定
格
電
流
は

12
A
で
し
た
の
で
、
定
格
以
上
の

電
流
が
流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
▽
予
防
対
策

　

許
容
電
流
以
上
の
電
流
が
延
長

コ
ー
ド
に
流
れ
た
た
め
出
火
に

至
っ
た
こ
と
か
ら
以
下
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
機
器
の
消
費
電
力
を
考
慮

し
、
許
容
電
流
以
上
の
電
流
が

流
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
延
長
コ
ー
ド
を
束
ね
る
と
発
熱

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

コ
ー
ド
は
束
ね
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
燃
焼
機
器
火
災

・
コ
ン
ロ
と
壁
が
近
く
、
低
温
着

火
で
壁
内
部
か
ら
出
火

　
▼
原
因
概
要

　

台
所
で
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
を
使
い

煮
炊
き
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
輻

射
で
蓄
積
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
か
ら

の
伝
導
加
熱
に
よ
る
内
部
木
材
の

低
温
着
火
で
、
タ
イ
ル
を
施
し
た

コ
ン
ロ
側
面
壁
の
内
側
か
ら
出
火

し
ま
し
た
。

　
▽
予
防
対
策

　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
火
と
壁
の
間

に
防
熱
板
を
立
て
る
か
、
十
分
な

距
離
を
設
け
る
。

　
化
学
火
災

・
バ
ー
ク
堆
肥
の
自
然
発
火

　
▼
原
因
概
要

　

公
園
の
花
壇
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
バ
ー
ク
堆
肥
が
散
水
さ
れ
た
あ

と
、日
光
で
温
め
ら
れ
た
た
め
、発

酵
熱
が
内
部
で
蓄
積
し
、発
火
温

度
に
達
し
て
自
然
発
火
し
ま
し
た
。

　
▽
予
防
対
策

　

バ
ー
ク
堆
肥
と
は
、
樹
木
の
皮

の
部
分
（
バ
ー
ク
）
を
発
酵
さ
せ

て
作
っ
た
土
壌
改
良
材
の
こ
と
で
、

樹
木
の
植
栽
や
農
産
物
の
植
え
込

み
時
に
育
苗
培
土
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。

　

バ
ー
ク
堆
肥
が
発
酵
す
る
時
に

発
生
す
る
発
酵
熱
は
、
微
生
物
が

有
機
物
を
分
解
す
る
際
に
放
出
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー（
分
解
熱
）で
あ
り
、

堆
肥
内
部
で
80
℃
以
上
、
表
面
付

近
で
発
火
温
度
に
達
す
る
程
の
温

度
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
庭
等
で
バ
ー
ク
堆
肥
を

使
用
す
る
場
合
、
堆
積
量
が
多
い

と
発
酵
熱
の
蓄
積
も
多
く
な
る
の

で
、
堆
積
の
厚
さ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
タ
バ
コ
に
よ
る
火
災

・
ガ
ラ
ス
製
灰
皿
が
割
れ
て
出
火

　
▼
原
因
概
要

　

タ
バ
コ
の
吸
殻
を
座
卓
下
の
ガ

ラ
ス
製
の
灰
皿
に
捨
て
た
が
完
全

に
消
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
灰

皿
内
に
堆
積
し
て
い
た
ほ
か
の
吸

殻
に
着
火
し
、
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿

が
割
れ
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
飛
散

し
周
囲
の
畳
等
に
延
焼
拡
大
し
ま

し
た
。

３
分
団
３
部（
伊
豆
島・中
尾・ほ
た
る
野
）

仲　
村　
浩　
和

❶
花
屋

❷
６
年
目　

入
団
時
33
歳

❸
団
員

❹
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
の
街
を
、

自
分
達
で
守
る
意
義
。
木
更
津

市
内
の
地
域
で
色
々
な
世
代
の

人
達
と
の
交
流
な
ど
普
通
だ
っ

た
ら
知
り
合
わ
な
い
方
々
と
活

動
を
通
し
て
知
り
合
え
る
事
。

❺
冬
の
寒
い
日…

乾
燥
し
た
日
は

火
災
が
お
こ
り
や
す
い
の
で
身

も
心
も
凍
る
思
い
で
す
。

　

夜
中
、
早
朝
の
出
動…

次
の
日

の
仕
事
を
考
え
る
と
、
一
瞬
迷

い
ま
す
。

　

台
風
警
戒…

団
に
入
る
ま
で
は
、

地
元
の
消
防
団
が
や
っ
て
い
る

の
を
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

❻
６
年
目
で
消
防
団
の
活
動
の
流

れ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
操

法
大
会
、
火
災
出
動
な
ど
新
し

く
入
る
後
輩
の
指
導
を
含
め
精

一
杯
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

６
分
団
３
部
（
畔
戸
）

大　
塚　
秀　
人

❶
農
・
漁
業

❷
４
年
目　

入
団
時
26
歳

❸
部
長

❹
普
段
交
流
の
な
い
地
元
や
市
内

の
人
達
と
消
防
活
動
を
通
し
て

交
流
を
持
て
た
事
。
機
関
講
習

や
救
命
講
習
な
ど
を
受
講
す
る

事
に
よ
っ
て
防
災
や
救
護
の

知
識
を
深
く
知
る
事
が
で
き

た
事
。

❺
台
風
災
害
な
ど
で
深
夜
か
ら
詰

所
で
丸
一
日
待
機
し
た
り
、
雨

や
風
の
強
い
中
で
の
巡
回
が
辛

か
っ
た
。

　
　

職
業
柄
、
朝
が
早
い
為
、
夜

行
っ
て
い
た
操
法
大
会
や
、早
出

し
大
会
の
練
習
が
大
変
だ
っ
た
。

❻
今
後
も
訓
練
や
講
習
を
積
極
的

に
受
け
る
事
に
よ
っ
て
、
知
識

を
深
め
て
い
き
、
万
が
一
火
災

や
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
役

立
て
る
事
が
で
き
る
様
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７
分
団
２
部
（
大
寺
・
十
日
市
場
）

佐
久
間　
大　
和

❶
事
務

❷
８
年　

入
団
時
26
歳

❸
部
長

❹
操
法
大
会
、
早
出
し
放
水
大
会

に
出
場
し
、
両
方
で
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

❺
仕
事
の
関
係
で
消
防
団
に
参
加

で
き
ず
他
の
部
員
に
迷
惑
や
負

担
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

❻
２
０
１
５
年
度
も
、
も
う
一
度

部
長
を
や
る
の
で
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
分
団
２
部（
真
里・戸
国・下
内
橋
）

吉　
田　
好　
則

❶
建
設
業

❷
10
年　

入
団
時
26
歳

❸
部
長

❹
消
防
団
に
入
っ
て
年
代
の
違
う

新
し
い
仲
間
が
増
え
た
事
で
す
。

❺
操
法
大
会
の
練
習
で
す
ね
。

　

で
も
今
考
え
れ
ば
消
防
活
動
の

基
本
で
す
か
ら
、
辛
い
思
い
を

し
て
動
作
が
身
に
付
き
、
今
で

は
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩

方
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

❻
自
分
が
消
防
団
活
動
を
通
じ
て

つ
ち
か
っ
た
知
識
を
後
輩
達
に

し
っ
か
り
伝
え
て
、
こ
れ
か
ら

の
消
防
団
活
動
に
活
か
せ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
▽
予
防
対
策

　

ガ
ラ
ス
や
陶
器
製
の
灰
皿
は
、

灰
皿
の
内
側
と
外
側
に
大
き
な
温

度
差
を
生
じ
る
と
破
損
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
ま
め
に
吸

殻
を
捨
て
灰
皿
に
吸
殻
を
溜
め
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

灰
皿
に
は
水
を
張
り
、
吸
殻
は
完

全
に
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
と
め

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
火
災
事
例
は
、

数
多
く
あ
る
事
例
の
ほ
ん
の
一
部

で
す
。

　

火
災
の
中
に
は
、
単
に
不
注
意

と
呼
ぶ
に
は
気
の
毒
だ
と
思
わ
れ

る
出
火
原
因
も
あ
り
ま
す
。

　

時
に
は
意
外
な
方
向
か
ら
や
っ

て
く
る
可
能
性
の
あ
る
火
災
と
い

う
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も

過
去
の
火
災
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

で
、
火
災
予
防
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

❶
職
業
（
職
種
）
を
教
え
て
下
さ
い

❷
在
籍
年
数
と
入
団
し
た
時
の
年
令
を
教
え
て
下
さ
い

❸
消
防
団
の
中
で
の
あ
な
た
の
役
割（
平
成
26
年
度
）を
教
え
て
下
さ
い

❹
消
防
団
活
動
の
中
で
良
っ
た
と
思
う
事
を
教
え
て
下
さ
い

❺
消
防
団
活
動
の
中
で
辛
か
っ
た
事
を
教
え
て
下
さ
い

❻
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

消
防
団
員
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

金属板
（ステンレス）

ほこりが
たまってるよ！

※許容電流は器具に記してあります

たこ足だよ！

重いよ！

たばね
　ないで！


